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本
年
の
日
供
神
饅
講
講
社
大
祭

・
饗
宴
祭
は
、
六
月
三
十
日
、
大
津
市

講
元
講
員
の
皆
様
に
大
膳
職
以
下
所
役
ご
奉
仕
を

い
た
だ
き
、
賑
々
し

く
斎
行
で
き
ま
し
た
。
ご
報
告
と
と
も
に
講
員

の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

崇
福
寺
鎮
魂
供
養
祭
斎
行
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近
江
神
宮
で
は
四
月
の
例
祭
か
ら
始
ま
り
六
月
に
か
け
て
祭
典
が
続
き
ま
す
。

そ
の
間
五
月
初
め
を
中
心
に
大
津
市
内
近
辺
の
各
神
社

の
例
祭
も
行
わ
れ
、
六

月
に
入
る
と
献
茶
祭

・
漏
刻
祭

・
献
菓
献
煎
茶
祭

・
饗
宴
祭

(日
供
神
饅
講
講

社
大
祭
)
な
ど
、
賑
や
か
な
日
々
を
過
ご

し
ま
す
。

そ
の
中

で
、
五
月
十
七
日
に
は
園
城
寺
の
執
事
様
と
土
ハに
崇
福
寺
鎮
魂
供
養

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

崇
福
寺
は
近
江
大
津
京

の
乾

の
鎮
護
寺
と
し
て
、
天
智
天
皇

の
勅
願
に
よ
り

現
在

の
大
津
市
滋
賀
里
山
中
に
創
建
さ
れ
、

「志
賀

の
山
寺
」
と
し
て
志
賀
越

え
山
中
の
名
所
で
し
た
。
平
安
時
代
に
は
十
大
寺

の

一
つ
と
し
て
朝
野

の
崇
敬

が
厚
く
、
弥
勒
信
仰

の
聖
地
と
し
て
繁
栄
し
、
歴
代
天
皇

の
行
幸
も
た
び
た
び

で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
に
は
廃
絶
し
て
所
在
も
不
明
と

な
り
ま
し
た
が
、
時
移

っ
て
昭
和
に
至
り
、

近
江
神
宮
創
建
に
先
立

っ
て
大
津
京
探
索

へ

の
努
力
が
払
わ
れ
る
な
か
で
崇
福
寺
跡
と
伝

え
ら
れ
る
遺
跡

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
昭

和
十
四
年
五
月
十
七
日
、
塔
跡
の
心
礎

の
穴

の
中
に
仏
舎
利
に
見
立

て
た
水
晶
玉
を
納
め
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、

洩

.轡

幅

じ

 事

の
表
白
文

・
般
若
心
経
奏
上
、

か
な
な
か
に
楽

の
音
が
周
囲
に
和
し
、

た
舎
利
容
器
そ
の
他

の
納
置
品
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
そ
の
納
置
品
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
、

近
江
神
宮
奉
賛
会
総
裁

で
あ
ら
れ
た
高
松
宮
殿
下

の
お
声
掛
か
り
に
よ
り
近
江
神
宮
の
御
社
宝
と
さ

れ
、
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

舎
利
容
器
発
掘
よ
り
五
十
周
年
に
当
る
平
成
元

年
五
月
十
七
日
に
第

一
回
の
崇
福
寺
鎮
魂
供
養
祭

が
園
城
寺

・
近
江
神
宮
合
同
で
行
わ
れ
、
本
年
は

第
二
十
回
と
な
り
ま
し
た
。
崇
福
寺
塔
跡

の
現
地

で
の
祭
典
は
、
宮
司
の
祝
詞
に
続
い
て
園
城
寺
執

龍
笛
に
よ
る
献
楽
が
行
わ
れ
ま
す
。
緑
鮮
や

志
賀

の
山
越
え
の
昔
を
偲
ば
せ
ま
す
。

西
大
津
駅
を
大
津
京
駅
と
改
称
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天
智
天
皇

の
古
都

・
近
江
大
津
宮
に
ち
な
ん
で
、
大
津
市
は
平
成
十
五
年
よ

り
古
都
保
存
法
に
よ
る
古
都
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続

い
て
本
年
三
月

十
五
日
、
近
江
神
宮
ま
た
近
江
大
津
宮
跡
遺
跡

の
最
寄
り
駅
で
あ
る
J
R
湖
西

線
西
大
津
駅
は
大
津
京
駅
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
大
津
京
駅
前

ロ
ー
タ
リ
ー
に

は
以
前
よ
り
時
計
に
見
立
て
た
池
が
作

っ
て
あ
り
、
漏
刻
を
設
置
さ
れ
た
天
智

天
皇

の
古
都

の
最
寄

り
駅

で
あ

る

こ
と
を
象

徴
的

に
表

し
て

い
た
よ
う

で
す

が
、

大
津
京

の
名
称
が
駅
名
と
な

り
、

名
実
土
ハ
に
近

江
大
津

京
と

こ

の
地
と

の
ゆ
か
り
が

は

っ
き
り
と
明

示
さ

れ
る

こ
と

に
な

り
ま
し
た
。

↑
近
江
大
津
宮
錦
織
遺
跡

以
前

の
講
社
通
信
に
か
え
て
、
粗
略
な
形
で
は
あ
り
ま

す
が

「新
版
」
と
し
て
年
に
数
回
発
行
し
、
近
江
神
宮

の
年
中
行
事

の
ご
紹
介
そ
の
他
、
講
員
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


